
学　校　番　号

評　　価 評　　価
（総　　合） （総　　合）

項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見

舎会議等の記録をデータに残し、管理職への回覧を通して情報の共有を図る。

舎監や管理職等に、行事への参加や参観を呼び掛け、寄宿舎教育の啓発を図る。

学びたい内容についてアンケートをとり、摂食・給食に関する研修を行い、安全な摂食指導に対する意識を高める。
保
健
指
導
課

寮
務
課

共通のルールに基づいた情報の整
理・共有を徹底し、全員が迷わず業
務に取り組める環境を整え、次年度
への確実な継承を図る。

児童生徒アンケ―トを日々の指導に生かし、いじめや教職員の不適切な指導の未然防止に努める。

業務内容を明確にし、役割分担を行い、係ごとの事績を残す。

【成果】
情報の共有や課題に対
する具体的方策を協議
することで学習支援体
制を充実させることがで
きた。ＩＣＴ研修の充実を
図ることができた。
【課題】
各分掌等の目標や具体
的方策にグランドデザイ
ンを反映させた、共通認
識に基づく教育活動の
実践。各目標の具体
化。ＨＰを活用した教育
活動・取組の積極的な
発信による外部との連
携強化。校内研修会等
の充実。学校運営方法
の見直しによるチーム
力の向上と業務の平準
化・効率化の推進。

環境衛生や安全管理への意識を高めるとともに、
医療的ケアの通学支援や緊急時の対応など職員
全体で取り組むことができるように、情報共有及
び啓発を行う。

学校要覧、学校活性化、PTA等の予算関係では事務室との連携を密に行う。

HPの運営について、マニュアル化したものを、より利用しやすいようにする。

児童生徒の学校生活の様子、研修等について定期的にＨＰ更新を行い、広く発信する。

ボランティア事業や新宮町の文化祭への作品出展等を活用し、本校の教育活動を地域に発信する機会を設ける。

PTAとの連携を密にし、児童生徒の安心安全で豊かな生活環境づくりの向上に努める。

教
育
指
導
部

児童生徒の人権を尊重する姿勢に基づき、人権
感覚を磨くとともに、いじめの未然防止に努め、
事案に対しては迅速に対応できる体制を構築す
る。

情
報
課

企
画
広
報
課

児
童
生
徒
指
導
課

ICT備品の管理の徹底による紛失・未返却のゼロ
化。

情報セキュリティおよびモラル意識の向上。

Teams等のアプリをフル活用し、会議の効率化と
情報の共有化による業務負担軽減を推進する。

校務部会等を通して、企画広報の運
営に関する情報を共有し、役割分担
の明確化と業務の効率化を推進す
る。

児童生徒の個人情報（写真・動画等）の取り扱い、著作権保護、セキュリティ事故防止に特化した研修を実施する。

校務部会や各種委員会等を通して、各業
務の内容や目的を明確化するとともに、
必要な事項を記録し全体周知する。

○学校内外の連携を深め、教
育目標達成をめざす分掌組織
の運営を充実させる。

医療的ケア児の通学支援の安全な実施に向けて協議し、発信する。

職員の危機管理意識を高めるために、掲示物等で注意喚起する。

新しいアクションカードを活用した緊急対応シミュレーションを行い、その成果と課題を踏まえ、活用の定着を図る。

　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

評価（３月）

学期ごとの目標や作成資料を明確にし、ポータルサイトに掲示することで全体への確実な周知と共通理解を図る。

医療的ケアの各種手続きの手引きを見直し、実用化を図る。

校務支援システムや各種アプリの活用マニュアルへのアクセス性を改善し（ネットワーク、ポータルサイトの整理等）、必要な情報に即座に辿り着ける環境を整備する。

校務の効率化に繋がるICTツールやアプリの情報を収集・共有する。

ICT支援員と連携し、教職員が気軽に相談・意見交換できる「個別サポートタイム」等の研修会を実施する。

課のフォルダやteamsを活用し、報告・連絡・相談がしやすい環境を整える。

Teamsを活用した、「報告・連絡・相談」を推奨する。

行事や業務の後に「一言メモ」の蓄積等を行い、事績を残し、業務の引継ぎを確実に行えるようにする。

ペアによる業務の共有を行う。

学　校　運　営　計　画　（４月）

具　体　的　目　標

「児童生徒の人権尊重に関する教職員意識セルフチェックリスト」を月１回程度定期的に
実施することで自他を含めた言動を振り返り、その結果を受け課題を明確にしながら、必
要に応じ組織的対応の検討を行いながら改善するよう取り組む。

児童生徒、教師、学校のウェルビーイングについて考えながら、日々の指導・支援につい
て振り返り、充実・改善を図る。
各外部専門家及び自立活動専任教員、各学部・学級の連携により、教職員一人一人の
自立活動に係る授業実践力を高める。また、学校研究を通し、ウェルビーイングを目指し
た自立活動の指導の在り方を探りながら、各教職員の専門性の向上を図る。
労働、福祉等関係機関と連携し、キャリア教育の充実を図り、各学部の段階に応じた教
育内容を取り入れ、自立と社会参加に必要な力の育成に努める。
災害時の危機管理体制について、より明確に実働できるようにするため新宮町等の地域
と連携しながら、多方面から見直し、強化する。

部課長制においてＯＪＬを意識したラインの見直し及び課長補佐を新たに設け、更なる機
能化を図る。また、諸会議の目的・意義の達成のため、肯定的風土を醸成し、効果的・効
率的運営に取り組む。

昨年度の成果と課題

学校運営方針

具体的目標
日々の指導における気付きを、学習
環境の改善等に反映させ、児童生
徒が充実した学習活動をできるよう
にする。

学校関係者評価

次年度の主な課題

生活体験学習や体験活動を実践し、生活を楽しみ、自立生活の一助とする。

「学舎連絡会」を開催し、学部や担任等との連携を深める。
舎生の実態を把握・理解し、保護者と連携して,適切に支援する。

日々の授業改善による、児童生徒の確か
な学力・しなやかな心・健やかな体の育成

学校ホームページの活用、ＰＴＡ新聞の配布等を通し、本校の教育活動の様子を積極的
に地域に発信するとともに、特別支援教育のセンター的機能の発揮により地域に貢献す
る。
ＰＴＡ活動における協賛事業所の拡大や、行事の参加者について検討を行いながら、地
域とのつながりを広げる。
制限すべき理由がない情報については、全職員が共有できるようにすることで、業務の
方向性が明確に分かるようにし、円滑な業務遂行につなげる。

地域に開かれた学校づくりの推進と危機管
理体制の更なる強化

情報の透明化・共有化による方向性の明
確化、ＯＪＬを意識した学校組織等の見直し
による業務改善及び人材育成

ふくとくタイムや夏季研修を通して、人権学習の推進と職員研修の充実を図る。

教職員人権アンケートを対話のツールとして用い、同僚との振り返りを通して、見つめ直す習慣を構築する。

教務運営に関する情報を共有し、役
割分担の明確化と業務の効率化を
推進する。

全教職員の共通理解の下、組織力を発揮し、児童生徒や保護者、地域の願いを実現し、信頼される学校を目指す。

〇寄宿舎運営について、情報を
共有するとともに、業務の適正
化、負担軽減を図る。

様式３

自己評価

令和　8　年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）

福岡県立福岡特別支援学校

繁忙期における特定の係への業務集中を回避し、課内での柔軟な相互フォローを推進する。

年　度　重　点　目　標

相手を尊重した指導の充実並びに教職員
間の良好な関係性に基づくチーム力の向
上

評価項目

教
務
課

教
育
運
営
部

複数名で書類を確認することでミスを未然に防ぎ、同時にOJLを促進する。

定期的な備品貸し出し簿や機器保管庫のチェックを行う。

具　体　的　方　策

職員間で対話する機会を作り、児童生徒の実態に即した教育課程の確立を目指す。

安全管理を徹底し、教材・教具、学習環境の整備を推進する。

教務内規を定期的に見直すことで、実態に即した運用体制の構築を目指す。

校務部会を通じて各係の進捗を共有し、課全体で業務を俯瞰できる環境を作る。

本校の教育活動について、HP等を
活用して発信するとともに、ＰＴＡや
地域との連携を密にし決定事項等
に迅速に取り組む。

特7



高
等
部

良い実践や工夫を積極的に認め合い感謝やねぎらいの言葉を伝えることで、安心して挑戦できる雰囲気をつくる。

家庭や施設、関係機関と連携し、生徒の実態や指導内容等の共通理解を図る。

相談・連携できる体制の整備

ウエルビーイングを高める関
係づくりと支援体制の充実

必要に応じて学部全体で情報を共有する。
学校と家庭が連携して児童の実態把握、目標共有をする。
連絡・報告・相談を積極的に行い協働的に指導に当たる。
指導内容の検討、反省を随時行う。
学習指導要領や教育課程を意識し指導計画を作成する。
外部専門家、自立活動専任の指導を計画的に活用する。
・指導打合せを学年や教科担当者間の打合せとして分けて設定し、活用する。

・諸課題を学年や学部会で細やかに共有し、その解決に向けて互いに前向きな協議をする。

・各学年や学級の様子を学部会で動画視聴する時間を設ける。

ミニ会議を定期的に実施し、情報共有や相談の機会を確保する。

個に応じた効果的な指導に努める。

〇校内外で行われる研修を企画・運
営・調整し、安心・安全な教育環境
の整備とウェルビーイングの向上を
目指す。

自校の支援リソースを可視化し、センター的機能の周知を図ることで、地域との顔の見える関係構築に努める。

学校HPで課の取組や教育相談等の周知を図る。

進
路
指
導
課

研
修
課

○児童の情報を共有し、
児童に寄り添った指導の
充実に努める。
○学習環境を整え、指導
の実践、日々の授業改善
に努める。
中学部、または、それを構成する学
年・学級が１つの集団として、指導・
支援の方向性を共有しながら、協働
する。

小
学
部

中
学
部

ウェルビーイングの向上を目指して、自立活動の学校教育研究を行う。

児童生徒の理解や、授業につながる実践的な研修を年間を通じて企画・実施する。

教
育
支
援
部

特
別
支
援
課

〇自立活動に係る授業実践力（児
童生徒の実態理解～指導計画～指
導スキル～評価・改善）の向上を図
る。
〇センター的機能を支える校内・校
外支援体制を整備する。

〇卒業後を見据えた系統的な進路
指導の充実を図り、自立と社会参加
に必要な力の育成に努める。

〇担任が進路指導の具体的な進め
方を理解し、適切に実施できるよう
啓発・支援を行う。

〇対話と共感を大切にし、肯定的な
風土を基盤とした研修や研究を推進
する。

年度初めに進路に関する職員研修を実施し、本校の進路指導の流れを共有する。

「進路の手引き」や「個別の移行支援計画A」を活用し、系統的な進路指導を行う。

教職員間で情報共有やケース会議を行い、一貫した指導体制を構築する。

連絡帳、保護者面談で保護者と情報共有を行い、連携して教育活動を行う。

肯定的な関わりや成功体験の共有を通して、自己肯定感や相互承認を育てる。

・教科指導打合せや授業評価アンケートで授業を振り返り、その改善に生かす。

・学校教育研究での取組を生徒の実態や将来を見据えた目標の設定や個に応じた指導・支援の実践に生かす。

・家庭や施設、関係機関と連携し、生徒の実態や指導内容の共通理解を図る。（訪問教育）

進路先の開拓を行ったり、進路情報の共有を図ったりする。

個人面談で確認したいポイントを明確にし、担任に対して意識づけを図る。

個人面談後の「個別の移行支援計画A」の記録の仕方について周知する。

進路指導に関する担任の困り感を把握し、ふくとくタイムで研修を行う。

教員が主体的に学び合うと共に、自身の授業実践を振り返ることができる研修・研究を立案し、実施する。

ふくとくタイムを月曜日と金曜日に設定し、ポータルや掲示板で情報を発信する。

若年教員を学校全体で育むために、研修方法や授業研究協議会を工夫する。

各課等が行う職員研修の対象者や時期、内容を調整する。

県肢病研の「教師間交流」では、参加校との連携を図ると共に、職員への情報発信に努める。

個別の指導計画（自立活動）の新様式作成のガイドラインを整理する。

職員の日々の学びをサポートするための情報発信の充実を図る。

異校種間連携や県療育支援事業を活用し、校内の専門性の深化と組織内のフォローアップ体制を整える。

　・
　・
　・
　・

評価項目以外のものに関する意見

　・
自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策


